□東北・関東豪雨災害レスキュー資料のその後


茨城史料ネット代表　高橋　修　


　6月15日、関東・東北豪雨災害でレスキューした民間資料について、真空凍結乾燥などの処理をしていただいている東北大学災害科学国際研究所にうかがい、資料の状況を確認し、今後の対応などについて協議することができた。同研究所には、水害の直後に水損した常総市内の民間資料2件、約500点を預かっていただいた。その後、さらに同市内の民間資料1件と下妻市ふるさと博物館所蔵の公文書等を託すこととなった。

　真空凍結乾燥（一部は自然乾燥）を終えた資料は、それで保全完了というわけにはいかなかった。水害により付着した臭気のもとが、乾燥してさらに濃縮されているため、凄まじい悪臭を放つのである。それを軽減するため、洗浄が必要になっている。洗浄の作業は、災害科学研究所の天野真志氏を中心に進めていただいている。天野氏とともに茨城大学で東日本大震災以来の茨城史料ネットの活動に参加し、今は東北大学で学んでいる二人の大学院生が、担ってくれている。茨城を離れても、茨城の資料に責任を持ち、その保全に力を尽くしてくれる二人は、我々の誇りだ。

研究所での洗浄の作業は、おおむね次のような手順で行われている。

①収められていた封筒のナンバーとともに写真撮影する。この時、紙継ぎははずし、紙縒りで綴じたものはほどき、枝番を振る。綴じ方なども丁寧に撮影しておく。
②蒸留水を張ったトロブネの中にウレタンを浮かべ、その上で、網に挟んだ古文書を筆で丁寧に水洗いする。
③水洗いした古文書の水を切り、シリコン紙に挟み、和紙に挟み、さらに段ボールに挟んで重ねていき、重しを乗せる。
[bookmark: _GoBack]④時間をおいて乾かした後、回収して封筒に収め、そこにナンバー・資料名を書き込む。この時、紙継ぎや紙縒りを復元する。

茨城史料ネットからも2月と3月に一回ずつ、茨城大学の教員・大学院生・学生のべ約30名ほどが、それぞれ2泊の行程で保存処理の作業に参加した。なお学生たちの旅費・宿泊費の一部は、茨城史料ネットに寄せられた支援募金から支出させていただいた。

　今回も、数時間お手伝いさせていただいたが、大量のレスキュー資料の洗浄作業には、まだ相当な時間がかかりそうである。資金的な問題もあり、茨城からたびたび東北大学まで出向いて作業することはできない。夏頃までには、すべての資料を茨城大学に引き取り、茨城史料ネットの活動として、作業を引き継ぐつもりでいる。
　
　関東・東北豪雨災害資料レスキューのために、これまでにも多くの方々に、さまざまな形で支援の手を差し伸べていただいている。ご支援いただいた皆様には、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。引き続き、よろしくお願いします。

【付記】関東・東北豪雨災害発生に際し、茨城史料ネットが取り組んだ資料レスキュー活動については、『茨城史料ネット・ニュースレター』77、80、84、85、90、92、93、94に高橋「関東・東北豪雨災害資料レスキュー私記」を掲載しているので参照いただきたい。なお同稿は、歴史資料ネットワーク発行『史料ネットNews Letter』81、82の誌上に転載されている。

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------
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茨城史料ネットワーク事務局　
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